
佐倉市住生活基本計画　（概要版）

計画策定の背景と目的 ・委員は、有識経験者６名　市民２名（公募２名）の合計８人

・住まい・住環境生活の基盤 ・委員長は服部岑生千葉大学名誉教授　副委員長は坂口嘉一（公募）

・国における住生活基本法（Ｈ１８）など住宅政策の転換

・県における住生活基本計画の策定及び改定（Ｈ１９．３策定、Ｈ２４．２改定）

佐倉市の住まいと暮らしのあるべき姿
基本方針 ○テーマ別の取り組み

○成果指標

○計画の見直し

○多様な主体による連携・協働

○計画の実行性確保

佐倉市住生活基本計画策定検討委員会

子どもから高齢者まで、多様な世代が集まり暮らす地域社会にお
いて、どの世代も暮らしやすいと感じる周辺環境の整備が必要で
す。

高齢や低所得等を理由とした住宅困窮者の方々や、災害により住
宅を失った方々など、自力で住宅を確保することが困難な方々へ
の対策として、セーフティネットの構築が必要です。

空き家を含めた住宅ストックと、消費者のニーズをマッチングさ
せるための適切な情報提供の仕組みを構築する必要があります。

人口減少と、これに伴う税収の減少が予見される中で、交流人
口・定住人口の維持、増加を図っていくためには、それぞれの地
域特性を把握し、メリハリのある施策を展開する必要がありま
す。

１．住宅そのものの課題
長年にわたり快適な生活を送るためには、居住する住宅そのもの
の性能を高めることや、適正な維持管理を行う必要があります。

６．地域の課題

○　社会経済情勢等の変化、少子高齢化の進展や人口の減少社会
　　の到来

○　住宅の量は充足する中、持家を中心に住宅の質の向上

○　賃貸住宅は狭小のものが多く、質の面では依然低水準の状況

○　ライフスタイルや居住ニーズの高度化・多様化に伴い、住宅
　　へのニーズも大きく変化

○　密集市街地等の防火性、耐震性などの安全性が確保される住
　　環境改善

○　東日本大震災により、住宅の耐震化の問題だけでなく、エネ
　　ルギーの問題なども顕在化など

３．居住環境の課題

４．住宅困窮者の課題

人々が生活を営む地域社会において、隣近所同士の人のつながり
を深め、地域における見守りや助け合い精神を育むことは大変重
要です。

国・県の住宅政策の考え方
２．人と人との課題

計画の位置付け

佐倉市における現状の課題

５．住宅市場の課題

・　住宅施策を横断的に管理する体制づくり
・　推進協議会の設置

基本方針と目標

施策・事業を評価検証の上、概ね５年ごとに見直す。

複合的な課題に対し、積極的な施策の組み合わせによる
テーマ別の取り組みを設定、推進

施策の達成状況を図るための指標を設定
（満足度、耐震化率、省エネ達成率等）

目標②　地域ごとの課題解決と地域活性化
目標③　市民協働の住まい向上の取り組み

１　価値が持続する住まいづくり
目標①　安全、安心な住まいづくり
目標②　環境に配慮したエコの住まいづくり
目標③　住宅品質・性能の適正な維持管理

２　思いやりのあるコミュニティづくり
目標①　高齢者、障害者等が安心して暮らせる仕組みづくり
目標②　子育て世帯が安心して暮らせる仕組みづくり
目標③　活気のある地域づくりとアメニティの向上

目標②　災害復興等の緊急状況への対応

５　住宅市場の活用
目標①　住まいを選べる仕組みづくり
目標②　多様な住まいの流通

６　佐倉創造戦略づくり
目標①　人口の維持定住化

目標②　景観の美しい住宅市街地の形成

目標④　子育て世帯が安心できる居住環境の形成

　全国計画及び千葉県計画の趣旨を踏まえ、佐倉市独自の特性を活かし
ながら、住環境整備に関して実効性のある横断的な計画と位置付けま
す。

計画の実現に向けて

４　住まいのセーフティネット
目標①　住宅困窮者の居住安定確保

目標③　だれもが安心できる居住環境の形成

３　暮らしやすく美しい居住環境づくり
目標①　災害に強く安全で安心な居住環境の形成

【基本理念】

未来への第一歩

佐倉の豊かな住まいと暮らし
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佐倉市住生活基本計画の施策体系　

※新規及び新規を含むものは青字

※Ｐは計画書のページ

ｃ　既存住宅の耐震化促進

ｃ　地域文化、教育力の充実

ｂ　地域活動促進とコミュニティネットワークづくり

ｃ　日常生活・交通のアメニティ向上

ｄ　防犯活動の支援

ｅ　就業・男女平等参画

ａ　住まいのリペア・リフォーム・リノベーションの促進

ｂ　マンションの維持管理・再生の支援

ａ　高齢者、障害者等が安心して暮らせる住宅の整備

ｂ　住宅の質の向上

ａ　環境に配慮した住宅の普及

ｂ　省エネルギー等の利用促進

ｃ　衛生的でアレルギーのない住宅の普及

６つの基本方針 基本方針ごとの目標 基本施策の展開

ａ　高齢者、障害者等に優しい地域づくり

ａ　バリアフリーの居住環境づくり

ａ　子ども・青少年の居住環境づくり

a　市営住宅の適正な管理

b　関係団体等との連携・機能強化

c　民間賃貸住宅を活用した居住の安定確保

a　被災者への一時的な住宅確保

b　被災建築物等の安全性の確保

c　住宅復旧等の促進

ａ　地域の暮らしサポートの提供

ａ　災害に備えた体制整備

ｂ　安全・安心の居住環境

ａ　歴史的資源を活かしたまちづくり

ｂ　美しい住環境の形成

ａ　子どもの安心・見守りのある地域づくり

ｂ　子育てサポートのある地域づくり

d　公共施設再編による都市力づくり
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Ｐ２０

Ｐ２０

Ｐ２１

Ｐ２１

Ｐ２２

a　新人口誘致策の調査・研究・支援

b　多様な世代の安定居住の促進

c　スポーツのまちづくり

d　観光のまちづくり

a　遊休地・市有地の有効活用

b　既存商店街のサポート

c　住宅地の再生

d　耕作放棄地等の有効活用

Ｐ３4

Ｐ１８

Ｐ２５

Ｐ２４
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Ｐ２７

Ｐ２７

Ｐ２７
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Ｐ２３

Ｐ２３

Ｐ２４

Ｐ２４Ⅲ　暮らしやすく美しい居住環境づくり
　～　多様な世帯が安心して暮らせる美しい環境を整備します　～

　①　安全、安心な住まいづくり

　②　環境に配慮したエコの住まいづくり

　③　住宅品質･性能の適正な維持管理

　①　高齢者、障害者等が安心して暮らせる仕組みづくり

　②　子育て世帯が安心して暮らせる仕組みづくり

　③　活気のある地域づくりとアメニティの向上

　①　災害に強く安全で安心な居住環境の形成

　②　景観の美しい住宅市街地の形成

　③　だれもが安心できる居住環境の形成

Ⅱ　思いやりのあるコミュニティづくり
　～　人と人とを結ぶことで生活しやすい地域社会をつくります　～

Ⅰ　価値が持続する住まいづくり
　　～　新しい技術と暮らしやすい住宅の質を高めます　～

Ｐ３４

Ⅳ　住まいのセーフティネット
　～　いざという時にも住宅を供給できる環境を整備します　～

Ⅴ　住宅市場の活用
～　人と住居のマッチングする多様な住み方の選択肢を確保します　～

Ⅵ　佐倉創造戦略づくり
　　　　～　将来に渡り活力のある佐倉市をめざします　～

　④　子育て世帯が安心できる居住環境の形成

　①　住宅困窮者の居住安定確保

　②　災害復興等の緊急状況への対応

　①　住まいを選べる仕組みづくり

　②　多様な住まいの流通

　①　人口の維持定住化

　②　地域ごとの課題解決と地域活性化

Ｐ３２

Ｐ３２

Ｐ３２

Ｐ３３

Ｐ３３

Ｐ３４b　住生活の実態情報と情報啓発

a　住生活向上の市民協働

a　住まいに関する情報提供、相談体制の充実等

a 　空き家等の既存住宅の活用と流通
b 　新しいライフスタイルの住まい提供

c　官民学連携の住まいとまちづくり等の推進

 　 ③　市民協働の住まい向上の取り組み


